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ブ タ 肝 マ イ ク ロ ホ デ ィ か ら の Urste　Oxidsse の 分

．
雌

横 田貞記 （信州大学医学部解剖 学教室）

　 分離 さ れ た 肝 マ イ ク ロ ボ デ ィ （perexisome） の

：nucleoid （core ） か ら u τ ate 　 oxidase を分離 で き る

こ とが明 らか に され た 。 ブ タ肝臓 の 10％ homoge ・

．nate か ら 20，000 × g で 遠心 分離 した rnitochondria

を 0．9％ NaCl −0．1％ Triton　 X −100 溶 液中 で 激

し くブ レ ン ドし ，
40，DOO　x 　g で 遠 沈 し て mierobody −

．nucteoid を沈渣 と して 取 り 出 して ，電顕観察に よ

りそ れ が nucleoid で あ る こ とを確 認 し た 上 で ，

500 ・mg （湿重） を O．1Mb 。 rate 　 buffer　 pH ・10・・0

（10　mi ）中で 起音波処 理 し， 6 ％ t−butanol 溶液を

．加 え て 4 〜 6 時 間 ODC で 攪伴し た 後 ，

− 20°C で

12 時問凍結 し て ，融解 し 27
，
000xg で 30 分遠

心 し，上澄 を ゲ ル 濾過 し た 。 沈渣 に つ い て は再度同

じ抽出 を行 な っ た 。 分離 し た nuc1eeid の u 了ate

oxidase 活性 は homogenate の そ れ の tw　400 倍 で ，

抽 出液 の 最 も高 い そ れ は homogenate の 約 1400倍

で あ っ た 。 ゲ ル 濾過 は Sephadex 　G −200 で 行 な わ

れ ， 2 回目 の 抽出液に の み 2 つ の ピ ーク が現わ れ，

他 は 1 つ の ピ ーク で あ った。そ れ ら は そ れ ぞ れ酵 素

活性 を もち ，

一方 は 特異吸収 を 260　m μ に もち，

・他方は 280　m μdc も っ て い た。 大部分 の 蛋 白は 前者

に あ る の で ， さらに 純化 さ れ な ければ な らな い 。

’
虹 色素 胞 の プ リン 形 成

殆ん ど見られ なか っ た 。 グ ア s ン へ 取り込まれ た ラ

ベ ル は 腹側皮 膚で は安定で ， オ タ マ ジ ャ ク シ を ラ ベ

ル すれば変態後 も同 じ程度ラ ベ ル さ れ て い るが．背

側皮 膚 で グ ア ニ ン に 取 り込 まれ た ラ ベ ル は不安定で

4 日 以 内に 激減す る 。 こ れ は腹側皮膚 の グ ア ニ ン 量

が 背側皮膚よ り 10 倍 も多 い 原因 と思 わ れ る。

胚 の ヒス トン 合成の 時期 と 発生異常 と の 関 連

浅尾哲朗 （東 京大学理学部動物学教室）

　今回 の 発表 の 骨子は次 の 通 りで あ る。 1） イ モ リ

卵 の
， 受精 後か らモ ル ラ （st ．8）迄 ア ク チ ノ マ イ シ

ン D を作用 させ た もの   で は，発生 が陥入 しな い で

停止 す る の に 尅 し，
モ ル ラ 以後で の 同

一
条件で の 作

用 は ， そ の 期間に 関係 な くか な りの 期聞 ， 胚 発生停

止 ま た は異常に 影響 しな い   。
2）  で は，　ピ ス ト

ン へ の ア ミ ノ 酸の と り込 み がみ られず，また，カ ラ

ム で の 溶 出パ タ ーン は ， 細胞質塩基性蛋白質の もの

に 近 い 。 こ れ に 対 し  で は ， 正常胚 の ヒ ス ト ン の パ

タ ーン に 同 じ く，ま た ア ミ ノ 酸 の とり込 み も並行 し

て い る。3） ヒ ス ト ソ の mRNA お よ び ピ ス ト ン の

合 成 の 時期 に 関 して は ，現在迄 の 結果 か ら，FI と

F 聾の mRNA は ，
　 st ．1 か ら st．8 迄 に ，

　 F　m は

st ，1 か ら st．10 迄 に か け て作 られ ， ま た ア ミ ノ 酸

を と り込 ん で ヒ ス トン を合成す る時期 に 関 して は ，

F 亙は st．8 −10，　 FLF 更は ，
　 st 　10−12 迄が ，そ

の 主要 な 期 間 と推 定 さ れ う る。但 し こ こ で 問題 に し

て い る ヒ ス トン は ， 嚢胚 期に 急増す る もの に つ い て

で あ る。

井 出宏之 （名古屋大学理学部生物学教室）

　両生類 の 虹 色素胞 に は種 々 の ブ リ ン 塩基 の 生成 に

闘 与す る 酵 素と み られ る プ リ ン ヌ ク レ オ シ ドフ ォ ス

フ ォ リ ラーゼ 活性 が カ エ ル 皮膚で は高 い 。こ の 酵素

が ブ リ ソ 塩基 の 形成 に 関与 して い る事を示 す為 に ラ

ベ ル し た グ ア ノ シ ソ ，ア デ ノ シ ン を ウ シ ガ エ ル に注

・射 ， または ウ シ ガ エ ル 皮膚と イ ン キ s べ 一ト し た 。

そ の 結果，両方 の 場合 と も， グ ア ノ シ ソ か らグ ア ニ

ン
，

ア デ ノ シ ン か ら ヒ ポ キ サ ソ チ ソ へ の 移 行 が 顕著

に み られ ， こ の経路の有る事 が 示され た 。 ウ シ ガ エ

ル 皮膚 に は 尿 酸 も存在 す る が ，尿酸 へ の ラ ベ ル の 移

行 は見 られず ， ア デ ノ シ ソ か ら ア デ ニ ン へ の 移行 も

培養癌細胞 の DNA 合成 を阻 害するラ ッ ト肝 の 第

2因子 の 本性 に つ い て

　　　 寺山 　宏 ・宮本瑞 枝

（東京 大 学 理学部動物学教室）

　吾 々 は既 に ， 成熟 ラ ッ ト 肝可溶性画分中に ， 培養

癌細胞 （腹水肝癌，エ ール リ ッ
ビ 癌 ） の DNA 合成

を阻 止 す る活性を もつ タ ン パ ク 様 因子 の 存在 す る こ

とを報告し，そ の 後 の 研究 に よ り，阻害因子 は 55°C

で 安定 な第 1 因 子 と不安定な第 2 因子 か らな り，第

1因子 の 本性 が ア ル ギ ナ ーゼ で あ る事を 明 ら か に し

た。生後 2 日以内 の 新生 ラ ッ ト 肝 に は ， ア ル ギ ナ
ー
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